
議第66号

令和3年度村上市上水道事業会計補正予算（第1号）

　　　　　　　　　　　　、

　（総　　則）

第1条　令和3年度村上市の上水道事業会計補正予算（第1号）は、次に定めるところによる。

　（IISI益的収入及び支出）

第2条　令和3年度村上市上水道事業会計予算第3条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとお

　り補正する。．

（科 目）．

第1款水道事業収益

第1項営業収益

第2項営業外収益

　（既決予定額）

　　　　　　収

1，109，142千円

　978，168千円

　130，971千円

　（補正予定額）・

入

　　　　0千円

△18，000千円

　18；000千円

（計）

1，109，142千円

　960，168千円’

　148，971千円

令和　3年 8月　3日　提出

村上市長 高橋邦芳
‘

令和　3年 8月　　日　議決

村上市議会議長　三 田敏秋
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令和3雑村上市蛛欝絵計補正予算飾計酬芦

　　　　　　　収益的嚥び支・

収　入

款 項 目 既決予定額 補正予定額
も

計

1樋諜収益 1，109，142 0 1，109，142

1営業収益 ’

97a168 △18，000 960，168

1給水収益 937，772 △1aoOO 919772

130，971 18，000
1砥9？12営業外収益．

　　　　．

．2他会計補助金 3，069 1亀ood
21，069

◎

ow
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（単位：千円）

、

節

区　　　分 金　　額
備　　　　　　　　　　　　考

一

給水収益 △18ρ00 水道料金収入

他会計補助金 18，000 一般会計繰入金　，

s
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注記

1．重要な会計方針

　1　固定資産の減価償却の方法

　（1）有形固定資産

　　　　・減価償却の方法

　　　　　・主な耐用年数

　　　　　建物

　　　　　構築物

　　　　　機械及び装置

　　　　　車両運搬具

　　　　　工具、器具及び備品

　（2）無形固定資産

　　　　・減価償却の方法

　　　　　・主な耐用年数

　　　　　　ソフトウエァ

　（3）　リース資産

定額法による。

15年～50年

10年～60年

8年～15年

4年～5年
5年～10年

定額法による。

5年

・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法による。

2　引当金の計上方法．

（1）　退職給付引当金

　　　職員の退職手当は、上水道事業が毎期支出する退職手当組合に対する

　　普通負担金及び追加負担のうちの事前納付金を除き、一般会計がその全．

　　部を負担することとなっているため、退職給付引当金は計上していない6

（2）　賞与引当金及び法定福利費引当金

　　職員の期末・勤勉手当及びそれに係る法定福利費の支給に備えるため、

　　当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額（12月

　　から3Aまでの4か月分）を計上している。
　　　　　　　　　　　も
　（3）　貸倒引当金　　　　　　　　　　　　　　、

　　　債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等による回収不

　　能見込額を計上している。

3　消費税等の会計処理　　　　　　　　　　　’

　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜き方式によっている。
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H．リース契約により使用する固定資産に関する注記

　1　リース取引の処理方法

　　　リース料総額が300万円以上のファイナンス・リース取引につvlては、

　通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行6ている。

　　　リース料総額が300万円未満のラァイナンス・リース取引につし・ては、

　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている。，

〆

皿’．予定貸借対照表等関連

　1『企業債の償還に係る他会計φ負担

　　　貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌目から起算して

　　1年以内のものも含む。）のうち、L般会計が負担すると見込まれる額は、

　　264，883千円である。

IV．その他の注記

　　新会計基準移行に係る経過措置

　（1）みなし償却制度の廃止に伴．う経過措置

　　　　平成26年3月31日において、償却資産の取得又は改良に充てるた
　　　めの補助金等で現に資本剰余金として整理している額については、平成

　　　26年3月31日以前に取得又は改良した資産で、取得又は改良した資

　　　産．と補助金等との対応関係を個別的に把握できる資産を除いたすべての

　　　資産（ただし、補助金等を充てずに取得又は改良したことが明らかな資

　　産は除く。）を対象とした按分等の方法を用いて合理的に整理している。

ノ

‘

5



令和3年度村上市上水道事業補正予算予定損益計算書
　　　　（令和3年4月　1日から令和4年3月31日まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

1　営　業　収　益
　　（1）給　水　収　益

　　（2）受託工事収益

　　（3）その他営業収益

2　営　業　費　用
　　（1）原水及び浄水費

　　（2）配水及び給水費

　　（3）受託工事費
　　（4）総　　係　　費

　　（5）減価償却費

　　（6）資産減耗費
　．（7）その他営業費用

　営　業　損　 失

3営業外収益
　　（1）受取利息及び配当金

　　（2）他会計補助金

　　（3）長期前受金戻入

　　（4）雑　　収　　益

4　営業・外費用
　（・麟纏及び企業

5
6

836，169

　8，000

28，723

134，057

98，441

　8sOOO

132，144

557，014

15，000

　　79

872，892

944，735

　　35
39，769

127，381

　443 167，628

71，843

雑

常
別
別

⑫

経

特

特

費
支
利
・
利
損

出
益
益
失

78，836

78，836 88，792

3

92

百0

9
緬

　
9

16，949

△89

当年度純利益　・
前年度繰越利益剰余金

その他未処分利益剰余金変動額

当年度未処分利益剰余金

16，860

　423
97，013

114，296
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令和3年度村上市上水道事業補正予算予定貸借対照表

　　　　　　　（令和4年3月31日）

1固　定　資　産
　（1）有形、固定資産，

　イ土’　．　　地
　　ロ建’　　　　物

　　減価償却累計額

　ハ構　　築　　物

　　減価償却累計額

　　二機械及び装置
　　’減価償却累・計額

　　ホ車両運搬具
　　減価償却累計額
　　へ土具器具及び備品

　　減価償却累計額’

　　ト有形リー3資産

　　減価償却累計額

　　チ建設仮勘定
　有形固定資産合計
　（2）無形固．定資産　　　・

　イ，電．話　加　入権　　　　．

　ロ無線利用権
　ハ庁舎使用権
　三ソフトウ．エア
　無形固定資産合計

　固定資産合計
2流　 動　 資　．産

　（1）現 金預．金
　（2）末　　収　　・金「

　　　　貸倒・引当金

　（3）看　価・’ff　券　　　　・

　（4）貯　　・蔵　’　品－

　（5）前　払　．費　用

　（6）前・　払．．、金

　（7．）短’期．貸付金

　（8）その他流動資産

　流動資産合’計
　　　　資産’合計

資産．の部

β81，891

△225，061

20，650，539

△9，372，340

3，008，621

△1，935，637

36，766

424，580

32，147．

△22，050

16，875．，OOO　　、

△16，875，000

491，965

656，830

11，278，199

1，072，984

12，186

10，097

　　0
345，032．

146

300

6，000

13，867，293

6，446

70，401

△2，519’

659，195

67，882

5，213

90
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（単位：千円）

13，873，739’

732，380

14，606，1．19

／

／
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’

4，800，210

4，800，210

408．399

’196，679

・

7，988

22，092

635，158

　5，919，617

△2，861，561

3，058，056

8；493，424

，
」

5，438，975

5，438，975

66，671

607，049

673，720

6，112，695

＿146e6119

負債の部

4，800，210

408，399

6，6q6

1，382

資本の部

　　59，109

　434，569

4，945，297

18，131

9，232

39β08

241，402

251，351

114，296
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⑱

債

債

て

債

債

債

計

債

金
債
て

債

債

務

金

金

金

金

費
金
金
債
計
益
金
金
額
計
計

3
　
　
　
　
　
　
4
　
　
．
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資
O
　
　
　
自
資
剰
臼
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金

金

金

金

金

計
計
金
金
金
金
金
計
金
金
金
分
金
計
計
計
計

資
⑫
　
　
　
利
剰
資
負

　
　
、
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令和3年度村上市上水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書（間接法）

　　　　　　　　（令和3年4月　1日から令和4年3月31日まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（1）業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当年度純利益

　　　減価償却費
　　　ki倒引当金の増減額（△は減少）

　　　引当金の増減額（△は減少）

　　　長期前受金戻入額

　　　受取利息及び配当金

　　　支払利息

　　　固定資産除却額

　　　固定資産売却損益（△は益）

　　　未収金の増減額（△は増加）

　　　未払金の増減額（△は減少）

　　　たな卸資産の増減額（△は減少）

　　　前払金の増減額（△は増加）

　　　前受金の増減額（△は減少）

　　　その他流動資産の増減額（△は増加）
　　　その他流動負債の増減額’（△は減少）

　　　小計

　　　利息及び配当金の受取額

　　　利息の支払額

　　　業務活動にょるキャッシュ・プロ・一

（2）投資活動によるキャッシi・フn‘一

　　　固定資産の取得による支出

　　　固定資産の売却による収入

　　　負担金等による収入

　　　投資活動によるキャッシュ・プロ・一・

16，860

557，014

　　△584
△127，381

　　　△35

　　78，836

、　　15，000

　　　△1
　△7，710

　　9，654

　△1，705

△18，712

△75，953

445，283

　　　35

△78，836

366，482

△463，718

　　　　2

　94，900’

△368，816

r

（3）財務活動によるキャッシュ・プロ“

　　　建設改良等の財源に充てるための企業債による収入

　　　建設改良等の財源に充てるための企業債の
　　　償還による支出

　　　一般会計からの出資による収入

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー

206，300

△401，921

16，586

△179，035

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

資金期末残高

△181，369

　840，564

659，ユ95
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